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なぜ、上伊那の義勇軍送串鱒

回昭和16年堺後考激に
増加したのか　㊤

ノ鱒、

壬
針
一
息
儀
式

上
伊
那
郡
内
の
学
校
に
勤
務
し

て
い
て
検
挙
さ
れ
た
教
員
数
が
諏

訪
に
次
い
で
多
く
、
検
挙
さ
れ
た

教
員
を
出
身
地
別
に
み
る
と
上
伊

那
出
身
者
が
凛
下
最
多
で
し
た
。

で
す
か
ら
、
上
伊
那
に
と
っ
て
、

昭
和
1
3
年
か
ら
終
戦
ま
で
の
義

勇
軍
の
送
出
数
は
、
全
国
約
2
万

2
8
0
0
人
、
長
野
県
6
9
2
7

人
、
上
伊
那
5
9
7
人
で
し
た
。

グ
ラ
フ
は
、
上
伊
那
・
県
・
・
下

伊
那
（
l
義
勇
軍
送
出
県
下
最
多
）

の
義
勇
軍
割
当
人
数
に
対
す
る
送

出
率
を
示
し
て
い
ま
す
。
上
伊
那

の
送
出
率
は
、
1
3
～
1
5
年
は
非
常

に
低
い
の
で
す
が
、
1
6
年
以
後
上

昇
に
転
じ
、
1
7
年
は
突
出
し
て
高

く
、
終
戦
ま
で
県
や
下
伊
那
よ
り

高
い
8
0
％
を
超
え
る
高
率
で
送
出

し
続
け
ま
し
た
β

上
伊
那
の
義
勇
軍
送
出
が
1
6
年

以
後
急
激
に
増
加
し
た
大
き
な
要

因
は
二
つ
考
え
ら
れ
ま
す
。
一
つ

は
「
二
・
四
事
件
」
の
影
響
で
す
。

「
二
・
四
事
件
」
と
は
、
〝
教
育
県
″

と
し
て
全
国
的
に
評
価
さ
れ
て
い

た
長
野
県
で
、
8
年
2
月
4
日
未

明
か
ら
半
年
余
月
の
間
に
、
「
治

安
維
持
法
」
違
反
で
多
く
の
教
師

や
労
働
者
卜
左
翼
運
動
家
な
ど
が

検
挙
さ
れ
た
大
規
模
な
思
相
野
圧

事
件
で
す
。
検
挙
者
総
数
6
0
8

人
の
う
ち
教
員
が
2
0
8
人
を
占

め
た
た
め
、
「
教
員
赤
化
事
件
」
と

も
呼
ば
れ
ま
し
た
。
こ
の
事
件

で
、
県
下
で
処
分
さ
れ
た
教
員
数

1
3
8
人
、
上
伊
那
で
処
分
さ
れ

た
教
員
数
は
1
0
校
3
2
人
、
監
督
責

任
を
問
わ
れ
処
分
さ
れ
た
上
伊
那

の
校
長
は
8
人
に
及
び
ま
し
た
。

こ
の
事
件
の
衝

撃
は
非
常
に
大

き
か
っ
た
の
で

す。

重
ね
て
三

・
四
事
件
」
に

関
わ
り
全
県
に

大
き
な
衝
撃
を

与
え
た
こ
と

が
、
事
件
と
教

育
に
関
わ
る
天

皇
の
〝
御
下

問
″
で
し
た
？

1
0
年
と
1
2
年
の

2
回
も
〝
御
下

問
″
を
受
け
た

県
知
事
は
、
恐

憾
感
激
し
、
「
粉

骨
砕
身
今
後
篤

と
県
下
教
育
界
の
た
め
一
層
組
織

を
改
善
し
皇
恩
の
厚
き
に
報
い
る

覚
悟
で
あ
り
ま
す
」
と
述
べ
、
県

校
長
会
を
通
し
て
各
学
校
に
「
知

事
訓
示
」
を
発
し
教
育
の
奮
起
を

訴
え
ま
し
た
。
1
2
年
は
、
義
勇
軍

制
度
が
創
設
さ
れ
た
年
で
も
あ
り

ま
す
。
1
で
す
か
ら
、
こ
う
し
た
状

況
を
自
覚
し
て
、
天
皇
の
〝
御
下

問
″
に
応
え
よ
う
と
す
る
知
事
や

県
官
僚
と
、
信
濃
教
育
会
を
中
心

と
す
る
教
育
関
係
者
が
、
「
二
・

四
事
件
」
の
汚
名
返
上
・
名
誉
挽

回
を
期
し
て
義
勇
軍
送
出
に
必
死

に
洩
り
阻
ん
で
行
っ
た
の
も
必
然

だ
っ
た
と
言
え
ま
し
ょ
う
。

御
下
問
…
毎
年
、
都
道
府
県
長

官
会
議
・
（
全
国
知
事
会
）
が
開
催

さ
れ
、
そ
こ
で
知
事
は
自
県
の
状

況
を
説
明
し
天
皇
か
ら
「
御
下

問
」
（
質
問
）
を
受
け
た
。

「
二
・
四
事
件
」
七
〝
御
下
問
佑
影
響
、


